
北
の
九
州

食
の
景 北

九
州
市

直
方
市

行
橋
市

豊
前
市

中
間
市

宮
若
市

芦
屋
町

水
巻
町

岡
垣
町

遠
賀
町

小
竹
町

鞍
手
町

香
春
町

苅
田
町

み
や
こ
町

上
毛
町

築
上
町

「
知
ら
な
か
っ
た
」
が

ま
だ
ま
だ
あ
る
か
ら
こ
そ
、

美
味
し
さ
も
、
ま
た
格
別
な
の
で
す

54

知
る
ほ
ど
に
物
語
あ
り
て



こ
の
産
業
の

風
景
の

奥
に

豊
前
海
と
筑
前
海

山
々
、
そ
し
て
遠
賀
川

五
穀
豊
穣
を
祈
る
祭
り

美
味
し
い
も
の

さ
ら
に
、
そ
の
奥
に

知
る
ほ
ど
物
語
あ
る

北
の
九
州
で
す



1

「
北
の
九
州
」
は
、
福
岡
県
の
北
部
に
位
置
す

る
17
の
市
町
を
繋
ぐ
圏
域
を
呼
び
ま
す
。

地
図
を
眺
め
る
と
、
工
場
が
建
ち
並
ぶ
埋
め
立

て
地
の
直
線
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
北
の
九
州
で

す
が
、
足
を
運
ぶ
と
、
意
外
や
意
外
、
瀬
戸
内

海
に
面
し
た
穏
や
か
な
豊
前
海
、
関
門
海
峡
を

抜
け
る
と
、
白
砂
青
松
の
海
岸
線
が
ど
こ
ま
で

も
続
く
筑
前
海
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

周
防
灘
、
響
灘
、
玄
界
灘
の
３
つ
の
灘
の
幸
は
、

内
海
と
外
海
の
両
方
を
楽
し
め
る
贅
沢
。
そ
の

背
景
に
は
、
神
楽
な
ど
五
穀
豊
穣
を
願
う
祭
祀

が
残
り
、
太
古
の
地
層
が
広
が
る
山
々
や
平
野

の
栄
養
分
を
、
川
が
海
へ
と
運
び
、
育
む
ゆ
え

の
美
味
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

さ
あ
、
北
の
九
州
へ
。
豊
か
な
る
食
と
そ
の
風

景
、
心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

激
流
の
美
味

関
門
海
峡
た
こ

本
州
の
山
口
県
下
関
市
と
九
州
の
福
岡
県

北
九
州
市
を
隔
て
る
関
門
海
峡
で
獲
れ
た

5
0
0
グ
ラ
ム
以
上
の
マ
ダ
コ
を
「
関
門
海

峡
た
こ
」
と
呼
び
ま
す
。
日
本
で
3
番
目
の

激
し
い
潮
流
に
流
さ
れ
な
い
よ
う
、
海
底
の

岩
に
し
が
み
つ
く
こ
と
で
筋
肉
が
発
達
し
た

短
い
足
。
貝
や
カ
ニ
な
ど
餌
が
豊
富
な
漁
場

で
育
つ
こ
と
か
ら
、
太
く
身
が
締
ま
っ
て
弾

力
は
あ
れ
ど
も
軟
ら
か
く
、
か
め
ば
か
む
ほ

ど
旨
み
が
あ
り
ま
す
。
た
こ
を
傷
つ
け
な
い

伝
統
の
た
こ
つ
ぼ
漁
の
た
め
、
そ
の
活
き
の

良
さ
は
抜
群
。
食
通
を
唸
ら
せ
る
、
知
る
人

ぞ
知
る
北
九
州
市
の
名
物
で
す
。

豊
前
海
と
筑
前
海

山
々
、
そ
し
て
遠
賀
川

五
穀
豊
穣
を
祈
る
祭
り

美
味
し
い
も
の

さ
ら
に
、
そ
の
奥
に

知
る
ほ
ど
物
語
あ
る

北
の
九
州
で
す

1

山
々
と
川
が
育
て
る

灘
の
幸
の
味
わ
い

内
海
と

海
峡
と
外
海
と



2

2
ひ
と
つ
ひ
と
つ

手
磨
き

豊
前
海
一
粒
か
き

豊
前
海
に
面
す
る
北
九
州
市
、
行
橋

市
、豊
前
市
、苅
田
町
、築
上
町
で
養
殖
、

出
荷
さ
れ
て
い
る
「
豊
前
海
一
粒
か

き
」。
そ
の
名
前
の
由
来
は
「
漁
師
が

手
間
隙
か
け
て
一
粒
一
粒
丁
寧
に
表
面

の
汚
れ
を
落
と
し
て
き
れ
い
に
磨
く
」

と
い
う
こ
と
か
ら
。
11
月
か
ら
3
月
に

か
け
て
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
豊
富
で
、
波
穏

や
か
な
豊
前
海
で
は
成
長
も
早
く
、
約

8
ヶ
月
の
若
さ
で
も
、
身
が
殻
い
っ
ぱ

い
に
大
粒
で
濃
厚
な
味
わ
い
。
貝
柱
の

甘
み
も
格
別
で
す
。
殻
付
き
の
活
き

た
ま
ま
で
全
国
へ
と
届
け
ら
れ
る
の
で

鮮
度
は
抜
群
。
ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
、

必
須
ア
ミ
ノ
酸
と
、
様
々
な
栄
養
素
が

多
量
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
「
海
の
ミ

ル
ク
」
と
呼
ば
れ
る
牡
蠣
の
味
は
、育
っ

た
海
の
味
だ
と
か
。
海
岸
線
沿
い
に
点

在
す
る
牡
蠣
小
屋
で
、
焼
き
牡
蠣
を

堪
能
す
る
人
び
と
の
賑
わ
い
は
、
豊
前

海
の
冬
の
風
物
詩
で
す
。



3

3身とミソ
の
濃
厚
な
る
味
わ
い

豊
前
本
ガ
ニ

遠
浅
で
、
広
大
な
干
潟
が
現
れ
る
豊
前
海
は
、
有
明
海
、
八

代
海
と
と
も
に
日
本
三
大
干
潟
の
ひ
と
つ
。「
豊
前
本
ガ
ニ
」は
、

初
夏
か
ら
冬
に
か
け
、豊
前
海
で
漁
獲
さ
れ
る
ワ
タ
リ
ガ
ニ（
方

言
で
ガ
ザ
ミ
）
の
中
で
も
、
特
に
身
入
り
の
い
い
良
質
な
も
の

だ
け
と
い
う
選
ば
れ
し
味
わ
い
で
す
。
多
種
多
様
な
生
き
も
の

が
集
ま
り
栄
養
に
富
ん
だ
干
潟
で
育
つ
こ
と
で
み
っ
し
り
と
し

た
身
は
、濃
厚
な
旨
味
と
甘
み
が
あ
り
ま
す
。
特
に
秋
か
ら
冬
、

ミ
ソ
と
卵
が
つ
ま
っ
た
メ
ス
は
ま
た
格
別
。
蒸
し
上
げ
た
時
の

鮮
や
か
な
朱
色
も
美
し
い
、
豊
前
海
の
幸
で
す
。

4
マ
テ
貝
・

ア
サ
リ

地
貝
の
旨
み

豊
前
海
沿
岸
に
は
マ
テ

貝
や
、
ア
サ
リ
な
ど
約

20
種
類
の
貝
が
生
息
し
、

植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に

富
ん
だ
貝
の
ゆ
り
か
ご

と
な
っ
て
い
ま
す
。

5 脂
が
美
味
し
い
サ
ワ
ラ

全
国
で
も
有
数
の
水
揚
げ
量
を
誇
る
サ
ワ
ラ
。
馴
染
み
の
あ
る
魚

で
す
が
、水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
サ
ワ
ラ
の
刺
身
か
ら
焼
き
ま
で
、

ま
る
ご
と
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
刺
身
の
美
し
い
白
身
の
き
め

細
や
か
な
舌
触
り
。
漢
字
で
「
鰆
」 

と
あ
り
ま
す
が
、
秋
口
か
ら

の
寒
ザ
ワ
ラ
は
特
に
醤
油
を
は
じ
く
ほ
ど
脂
が
の
っ
て
、
中
ト
ロ
に

匹
敵
す
る
と
も
い
わ
れ
る
美
味
し
さ
で
す
。
芦
屋
町
で
は
、
こ
の

サ
ワ
ラ
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
も
。
今
、
注
目
の
魚
で
す
。

「まてほり」とは、マテ貝ほりのこと。砂浜にあいている穴に塩
をいれて、貝が飛び出したところをつかむ、なんとも楽しい春
から初夏の潮干狩り。行橋市の蓑島海水浴場・長井浜海水浴場、
苅田町の白石海岸などで楽しめます。

まてほり

ひ
と
つ
ひ
と
つ

手
磨
き

豊
前
海
一
粒
か
き

豊
前
海
に
面
す
る
北
九
州
市
、
行
橋

市
、豊
前
市
、苅
田
町
、築
上
町
で
養
殖
、

出
荷
さ
れ
て
い
る
「
豊
前
海
一
粒
か

き
」。
そ
の
名
前
の
由
来
は
「
漁
師
が

手
間
隙
か
け
て
一
粒
一
粒
丁
寧
に
表
面

の
汚
れ
を
落
と
し
て
き
れ
い
に
磨
く
」

と
い
う
こ
と
か
ら
。
11
月
か
ら
3
月
に

か
け
て
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
豊
富
で
、
波
穏

や
か
な
豊
前
海
で
は
成
長
も
早
く
、
約

8
ヶ
月
の
若
さ
で
も
、
身
が
殻
い
っ
ぱ

い
に
大
粒
で
濃
厚
な
味
わ
い
。
貝
柱
の

甘
み
も
格
別
で
す
。
殻
付
き
の
活
き

た
ま
ま
で
全
国
へ
と
届
け
ら
れ
る
の
で

鮮
度
は
抜
群
。
ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
、

必
須
ア
ミ
ノ
酸
と
、
様
々
な
栄
養
素
が

多
量
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
「
海
の
ミ

ル
ク
」
と
呼
ば
れ
る
牡
蠣
の
味
は
、育
っ

た
海
の
味
だ
と
か
。
海
岸
線
沿
い
に
点

在
す
る
牡
蠣
小
屋
で
、
焼
き
牡
蠣
を

堪
能
す
る
人
び
と
の
賑
わ
い
は
、
豊
前

海
の
冬
の
風
物
詩
で
す
。



残
さ
れ
た
女
性
た
ち
が

広
め
た
か
つ
お
節

うみてらすより送付予定

6 福
岡
で
ハ
モ
を
楽
し
む
イ
メ
ー
ジ

は
ま
だ
少
な
い
も
の
の
、
北
の

九
州
で
は
夏
か
ら
初
冬
の
脂
の

の
っ
た
名
残
ハ
モ
ま
で
、
水
揚
げ

も
盛
ん
で
す
。
低
脂
肪
で
高
タ

ン
パ
ク
質
。
話
題
の
オ
メ
ガ
3
系

の
D
H
A
や
、
良
質
の
コ
ラ
ー

ゲ
ン
を
含
む
ハ
モ
。
丁
寧
に
骨
切

り
さ
れ
た
地
物
が
食
べ
ら
れ
る
の

が
う
れ
し
い
と
こ
ろ
。
ま
た
、
3

つ
の
灘
は
、
天
然
鯛
の
良
好
な
漁

場
で
す
。
灘
の
幸
の
豊
か
さ
を
物

語
る
、
極
上
の
白
身
で
す
。

7一本一本漁師が釣
っ
た
「
一
本
槍
」

「
一
本
槍
」
は
、
福
岡
県
内
の
漁
師
が
、
筑
前
海
で
一
本
一
本
丁
寧
に
釣
り
上
げ
た
、
胴
長
15
セ
ン
チ
以

上
の
活
ヤ
リ
イ
カ
（
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
）
の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
す
。
戦
国
の
三
英
傑
に
重
用
さ
れ
、
筑
前
国

福
岡
藩
祖
と
な
っ
た
黒
田
官
兵
衛
の
二
十
四
騎
の
ひ
と
り
、
母
里
太
兵
衛
友
信
が
呑
み
獲
っ
た
日
本
一

の
槍
が
そ
の
名
の
由
来
。
玄
界
灘
、
響
灘
の
荒
波
育
ち
の
身
は
透
明
で
、
コ
リ
コ
リ
と
し
た
歯
ご
た
え

の
後
に
、甘
み
が
広
が
り
ま
す
。『
酒
は
呑
め
呑
め
』の
黒
田
節
の
と
お
り
、一
献
進
む「
一
本
槍
」。
ぜ
ひ
、

水
揚
げ
さ
れ
る
北
の
九
州
で
、
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

4

極
上
の
白
身

ハ
モ
に
天
然
鯛



筑
前
海
の

貴
重
な
美
味

ウ
ニ

一
本
一
本
漁
師
が
釣
っ
た
「
一
本
槍
」

「
一
本
槍
」
は
、
福
岡
県
内
の
漁
師
が
、
筑
前
海
で
一
本
一
本
丁
寧
に
釣
り
上
げ
た
、
胴
長
15
セ
ン
チ
以

上
の
活
ヤ
リ
イ
カ
（
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
）
の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
す
。
戦
国
の
三
英
傑
に
重
用
さ
れ
、
筑
前
国

福
岡
藩
祖
と
な
っ
た
黒
田
官
兵
衛
の
二
十
四
騎
の
ひ
と
り
、
母
里
太
兵
衛
友
信
が
呑
み
獲
っ
た
日
本
一

の
槍
が
そ
の
名
の
由
来
。
玄
界
灘
、
響
灘
の
荒
波
育
ち
の
身
は
透
明
で
、
コ
リ
コ
リ
と
し
た
歯
ご
た
え

の
後
に
、甘
み
が
広
が
り
ま
す
。『
酒
は
呑
め
呑
め
』の
黒
田
節
の
と
お
り
、一
献
進
む「
一
本
槍
」。
ぜ
ひ
、

水
揚
げ
さ
れ
る
北
の
九
州
で
、
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

8 筑
前
海
で
獲
れ
る
ウ
ニ
に
は
、

春
の
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
、
夏
の
ア

カ
ウ
ニ
、
バ
フ
ン
ウ
ニ
の
3
種

類
が
あ
り
、
種
類
に
よ
っ
て
漁

期
が
異
な
り
ま
す
。
中
で
も
ア

カ
ウ
ニ
は
、
九
州
外
に
出
回
る

こ
と
の
少
な
い
生
ウ
ニ
の
高
級

品
。
稚
ウ
ニ
の
放
流
事
業
に
も

取
り
組
む
ほ
ど
、
今
や
希
少
種

と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
切
に
味

わ
い
た
い
逸
品
で
す
。

9
海
士
漁

今
な
お
健
在

ア
ワ
ビ
や
サ
ザ
エ

海
藻
の
豊
富
な
筑
前
海
で
は
、
そ

れ
を
餌
と
す
る
極
上
の
サ
ザ
エ
や

ア
ワ
ビ
が
育
ち
ま
す
。
コ
リ
コ
リ

と
し
た
食
感
の
刺
身
や
、
焼
く
と

驚
く
ほ
ど
柔
ら
か
く
な
る
ス
テ
ー

キ
で
、
ま
る
ご
と
贅
沢
に
い
た
だ

く
ア
ワ
ビ
、
刺
身
や
壺
焼
き
で
い

た
だ
く
サ
ザ
エ
。
見
事
な
技
で
そ

れ
ら
を
岩
場
か
ら
引
き
上
げ
る
伝

統
の
素
潜
り
に
よ
る
海
士
漁
も
、

今
な
お
健
在
で
す
。

玄海国定公園にも含まれる、北九州市若松区の岩屋海岸と芦
屋町から岡垣町へと12 キロにもおよぶ三里松原の白砂青松の
風景、そして点在する漁港。面する筑前海は、対馬暖流の影
響を受ける日本海南西部の外海です。東は響灘、西は玄界灘。
海底はなだらかな砂地で、突き出た岩山のような天然礁に恵ま
れ、さまざまな種の魚の産卵、生育の場となっています。

筑前海

5



五
穀
豊
穣
を
祈
る

祭
り
と
と
も
に

山
々
の
美
味

神
楽
、
山
笠
な
ど
、
神
社

で
継
承
さ
れ
る
伝
統
の
祭
り

が
、
実
に
多
い
北
の
九
州
。

実
り
の
秋
、
五
穀
豊
穣
を
予

祝
す
る
神
事
や
舞
が
至
る

と
こ
ろ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

す
。
英
彦
山
山
系
の
山
水
で

育
つ
棚
田
米
、
遠
賀
川
の
支

流
に
育
ま
れ
た
平
野
で
育
つ

お
米
。
土
づ
く
り
か
ら
の
こ

だ
わ
り
も
多
い
ブ
ラ
ン
ド
米

の
数
々
は
、
つ
く
り
手
の
技

と
思
い
と
と
も
に
、
祈
り
の

こ
も
っ
た
味
わ
い
で
す
。

10
天正 14 年（1586）、毛利・吉川・小早川軍とともに豊前小倉城に
攻め込んだのは、豊臣秀吉の九州平定の軍監、黒田官兵衛でした。
その後、豊前 6 郡を与えられ、中津城（中津市）に入城。それは、
城井城（築上町）の城主を追われた宇都宮一族と、官兵衛・長政
の二代にわたる激しい攻防の幕開けでした。黒田官兵衛の側近「黒
田二十四騎」の中でも、特に優れた武将として「黒田八虎」とい
われた後藤又兵衛基次、黒田節のモデルとなった槍の名手、母里
太兵衛友信など、鷹取城（直方市）をはじめとする北の九州の数々
の城跡には、武将たちの数限りないドラマが、今も息づいています。
写真／黒田二十四騎画像（北九州市立自然史・歴史博物館所蔵）

黒田官兵衛ゆかりの城跡

6

苅田町の等覚寺地区では、
かつて修験道が栄えまし
た。白川多賀神社境内で
行われる国指定重要無形
民俗文化財「等覚寺の松
会」は 1000 年以上も続く
伝統ある祭祀。五穀豊穣
の祈りとともに、棚田は日々
守られています。

棚田



12
循
環
農
業
に
よ
る

地
米
や

お
か
ら
で
育
つ

「
宮
若
牛
」

平尾台は、北九州市小倉南区、行橋市、香春町、苅田町、み
やこ町に跨る標高 370 ～ 710m、台上面積約 12km の結晶質
石灰岩からなるカルスト台地で、天然記念物・国定公園・県
立自然公園に指定されています。ピナクルが羊の群れのように
見える羊群原や、地下に川が流れている千仏鍾乳洞など、気
の遠くなるような時がかたちつくったカルスト地形は、北の九
州を印象づける無二の風景です。

平尾台

13
7

一
度
食
べ
る
と

奥
深
さ
に
は
ま
る

ジ
ビ
エ
の
世
界

「
ジ
ビ
エ
」
と
は
、
天
然
の
野
生
鳥
獣
の

肉
の
こ
と
。
身
体
が
温
ま
る
こ
と
か
ら
、

江
戸
時
代
に
は
猪
を
食
べ
る
こ
と
は
「
薬

食
い
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
ほ
ど
で
、
健

康
志
向
か
ら
か
、
近
年
、
ジ
ビ
エ
ブ
ー
ム

で
す
。
み
や
こ
町
で
は
、
有
害
鳥
獣
で

あ
る
猪
・
鹿
を
捕
獲
し
た
後
、
い
ち
早

く
町
内
に
あ
る
加
工
施
設
で
処
理
・
加

工
を
し
た
も
の
を
「
み
や
こ
肉
」
と
し

て
販
売
す
る
な
ど
、
京
築
地
域
は
ジ
ビ

エ
文
化
の
発
信
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

11

平
尾
台
を
背
に
豊
か
な
水
と
緑

に
囲
ま
れ
、
大
切
に
育
て
ら
れ

た
黒
毛
和
牛
。
そ
の
な
か
で
も
、

厳
し
い
肉
質
検
査
に
よ
り
選
び

抜
か
れ
年
間
1
0
0
頭
ほ
ど

の
牛
だ
け
に
「
小
倉
牛
」
の
名

が
与
え
ら
れ
ま
す
。
桜
色
し
た

美
し
い
赤
身
に
入
っ
た
サ
シ
と

艶
。
北
九
州
市
内
の
み
の
販
売

に
も
こ
だ
わ
っ
た
、
希
少
価
値

あ
る
お
肉
で
す
。

桜
色
の
赤
身
と
サ
シ

北
九
州
育
ち
の

「
小
倉
牛
」

宮
若
市
の
循
環
型
農
業
に
取
り

組
む
牧
場
で
、
豊
か
な
水
と
、
地

元
産
の
飼
育
米
・
お
か
ら
・
稲
わ

ら
等
で
育
っ
た
「
宮
若
牛
」。
旨

み
あ
ふ
れ
る
赤
身
と
サ
シ
の
甘

み
。
平
成
17
年
6
月
に
は
「
第

9
回
全
国
草
地
畜
産
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

2



北
の
九
州
の
地
形
は
、
実
に
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
す
。

北
九
州
市
小
倉
南
区
、
行
橋
市
、

田
川
郡
香
春
町
、
京
都
郡
苅
田

町
、
み
や
こ
町
に
跨
る
平
尾
台
、

五
木
寛
之
氏
の
『
青
春
の
門
』

の
書
き
出
し
に
、｢

異
様
な
山
」

と
描
か
れ
た
香
春
町
の
香
春
岳
。

太
古
に
形
成
さ
れ
た
石
灰
岩
か

ら
な
る
大
地
は
、
観
光
や
産
業

の
舞
台
と
し
て
歴
史
を
刻
ん
で

き
ま
し
た
。

そ
の
成
分
を
含
ん
だ
川
の
水
は
、
実
は
ミ
ネ
ラ
ル
に
あ
ふ
れ
、
米
や
野
菜

の
底
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
土
と
水
が
、
つ
く
り
手
の
さ
ら
に
強
い
味
方

と
な
っ
て
、
香
り
、
食
感
、
滋
味
、
栄
養
豊
富
な
味
わ
い
と
な
っ
て
現
れ

ま
す
。
受
け
継
ぐ
在
来
種
、挑
戦
す
る
新
た
な
品
種
。
日
々
欠
か
せ
な
い
、

身
体
喜
ぶ
野
菜
が
、
た
く
さ
ん
あ
る
北
の
九
州
で
す
。

15

合
馬
た
け
の
こ

全
国
有
数
の
竹
林
面
積
を
誇
る
北

九
州
市
の
合
馬
（
お
う
ま
）地
区
で

生
産
さ
れ
る
孟
宗
竹
の
筍
。
竹
林

に
粘
土
質
の
赤
土
を
敷
き
詰
め
、

有
機
肥
料
を
与
え
る
な
ど
の
手
間

暇
か
ら
な
る
ア
ク
が
少
な
く
柔
ら

か
な
食
感
の
筍
は
、
関
西
の
料
亭

か
ら
指
名
さ
れ
る
旬
の
逸
品
で
す
。

17
若
松
潮
風
キ
ャ
ベ
ツ

北
九
州
市
若
松
区
は
西
日
本
有
数

の
冬
キ
ャ
ベ
ツ
産
地
で
あ
り
、
国

の
指
定
産
地
で
す
。
畑
に
は
玄
界

灘
の
潮
風
が
絶
え
ず
吹
き
つ
け
、

豊
前
海
一
粒
か
き
の
殻
を
使
っ
た

石
灰
肥
料
も
施
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
で
甘

み
が
強
い
キ
ャ
ベ
ツ
と
な
り
ま
す
。

1416

18

21

1920

在
来
種
と
新
品
種

温
故
知
新
の
農
業

身
体
喜
ぶ
野
菜

8

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

京
築
地
域
は
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の

栽
培
が
盛
ん
で
す
。
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
よ
り
糖
分
が
高
く
、
生
で
か
じ

る
と
、
ま
る
で
フ
ル
ー
ツ
の
よ
う

な
甘
さ
と
食
感
の
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
。
蒸
す
と
、
甘
み
が
一
層
増
し

ま
す
。
旬
は
、
5
月
か
ら
6
月
。

夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
味
覚
で
す
。

若
松
水
切
ト
マ
ト

北
九
州
市
若
松
区
で
生
産
さ
れ
る

高
糖
度
ト
マ
ト
。
そ
の
生
命
力
を

最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
、
枯
れ

る
寸
前
ま
で
水
や
り
を
減
ら
し
て

栽
培
す
る
と
、
濃
厚
で
凝
縮
さ
れ

た
味
の
ト
マ
ト
と
な
り
ま
す
。
生

育
期
間
は
通
常
の
倍
と
い
う
、
手

間
暇
か
け
た
逸
品
で
す
。

大
葉
し
ゅ
ん
ぎ
く

北
九
州
市
で
栽
培
さ
れ
る
大
葉

し
ゅ
ん
ぎ
く
は
、
在
来
種
の
突
然

変
異
を
選
抜
し
品
種
改
良
し
た
も

の
。
葉
先
が
丸
く
、
生
で
食
べ
て

も
鍋
で
も
。
冬
は
「
鍋
旬
ぎ
く
」、

春
は
「
サ
ラ
ダ
旬
ぎ
く
」
の
名
で

販
売
さ
れ
、ビ
タ
ミ
ン
、カ
ロ
チ
ン
、

カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
で
す

黒
大
豆
ク
ロ
ダ
マル

黒
大
豆
「
ク
ロ
ダ
マ
ル
」
は
、
大

粒
品
種
で
光
沢
が
あ
り
、
ア
ン
ト

シ
ア
ニ
ン
な
ど
の
量
が
多
く
、
抗

酸
化
作
用
が
高
い
の
が
特
徴
で
す
。

小
竹
町
な
ど
で
生
産
さ
れ
、
黒
と

い
う
色
が
、
か
つ
て
炭
鉱
の
町
と

し
て
栄
え
た
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝

え
て
い
ま
す
。

花
ワ
サ
ビ・葉
ワ
サ
ビ

み
や
こ
町
の
山
間
地
で
は
、
植
林

の
間
伐
地
を
利
用
し
て
葉
ワ
サ
ビ

の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

3
月
の
花
茎
の
花
ワ
サ
ビ
、
4
月

か
ら
5
月
の
葉
ワ
サ
ビ
と
も
、
さ

わ
や
か
な
香
り
と
ピ
リ
ッ
と
し
た

辛
味
が
春
の
味
。
山
菜
の
中
で
も

ひ
と
際
高
い
人
気
で
す
。

Ⓡ



24 23 2122

9

な
花

な
花
は
、
く
せ
も
な
く
、
あ
く
抜

き
す
る
必
要
も
な
い
楽
楽
野
菜
。

お
ひ
た
し
、炒
め
物
、サ
ラ
ダ
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
料
理
に
も
使
え
ま
す
。

冬
の
野
菜
な
の
で
糖
度
が
高
く
、

特
に
12
月
か
ら
3
月
に
収
穫
さ
れ

る
も
の
は
甘
み
が
あ
り
、
ビ
タ
ミ

ン
や
カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
で
す
。

ロマ
ネ
ス
コ

ロ
マ
ネ
ス
コ
は
ア
ブ
ラ
ナ
科
で
、
カ

リ
フ
ラ
ワ
ー
の
一
種
で
す
。
幾
何

学
的
な
か
た
ち
を
し
た
花
蕾
が
な

ん
と
も
美
し
く
、
一
説
で
は
16
世

紀
頃
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
つ
く
ら

れ
て
い
た
と
か
。
味
は
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
で
、
食
感
は
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

と
い
う
不
思
議
野
菜
で
す
。

水
巻
で
か
に
ん
に
く

遠
賀
川
の
肥
沃
な
土
壌
に
恵
ま
れ

た
水
巻
町
で
人
気
を
誇
る
、
普
通

の
に
ん
に
く
の
5
倍
ほ
ど
も
あ
る

で
か
に
ん
に
く
。
味
は
ま
ろ
や
か

で
、
ま
る
ご
と
揚
げ
る
と
ほ
く
ほ

く
。
気
に
な
る
匂
い
は
、
ほ
の
か

で
す
。
夏
を
乗
り
切
る
強
い
味
方

の
元
気
野
菜
で
す
。

勝
山
ね
ぎ

み
や
こ
町
の
勝
山
ね
ぎ
は
、
県
を

代
表
す
る
特
産
品
に
も
な
っ
て
い

る
、
香
り
高
く
や
わ
ら
か
い
青
ね

ぎ
。
カ
ル
ス
ト
台
地
・
平
尾
台
の

麓
で
、
ネ
ギ
栽
培
に
欠
か
せ
な
い

土
壌
消
毒
を
、
薬
剤
を
使
わ
ず
熱

湯
で
行
い
、
安
心
・
安
全
の
栽
培

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

五穀豊穣や健やかなる無病息災を願う神楽。
豊前海に広がる 2 市 5 町（行橋市、苅田町、
みやこ町、豊前市、築上町、吉富町、上毛町）
で構成される京築（けいちく）地域。古代「豊
前国」の政治的要衝として栄えた歴史を背景
に、今も 30 を超える神楽団体があり、秋か
ら年末年始、春を中心に年間 160 を超える神
楽が各地の神社へと奉納されます。

神楽



年
に
一
度
の
実
り
な
れ
ど
、
フ
ル
ー
ツ
が
な
い
季
節
は
な
い
北
の
九
州
。
観
光

農
園
も
多
く
、
加
工
品
も
人
気
で
す
。
初
の
栽
培
に
挑
む
な
ど
の
歴
史
を
背

景
に
、
知
る
人
ぞ
知
る
品
種
に
も
出
会
え
る
フ
ル
ー
ツ
王
国
で
す
。

観
光
農
園
も

あ
り
ま
す

あ
ま
お
う

「
あ
か
い
、ま
る
い
、
お

お
き
い
、
う
ま
い
」
の

頭
文
字
を
と
っ
た
、
大

人
気
の
福
岡
の
ブ
ラ

ン
ド
い
ち
ご
「
あ
ま
お

う
」。
中
ま
で
赤
い
、

い
ち
ご
の
王
様
で
す
。 25

26

28

30

31
32

34

歴
史
あ
る
産
地
ぞ
ろ
い

観
光
フ
ル
ー
ツ
狩
り
も
あ
り
ま
す

3
6
5
日

フルー
ツ
！

27

一
世
紀
の
歴
史
あ
り

び
わ

北
の
九
州
の
中
で

も
、
岡
垣
町
は
樹
齢

1
0
0
年
を
超
え
る

木
も
あ
る
び
わ
の
産

地
。
主
な
品
種
は
、
甘

み
が
濃
い「
茂
木
」
と

大
玉
の「
湯
川
」。
ふ
く

よ
か
な
味
わ
い
で
す
。

豊
か
な
品
種
の

食
べ
比
べ
を
ぜ
ひ

も
も

福
岡
県
で
最
初
に
栽

培
に
挑
戦
し
た
の
が

行
橋
市
の
新
田
原
地

域
。「
あ
か
つ
き
」、「
な

つ
お
と
め
」、「
な
つ
っ

こ
」
な
ど
、
品
種
を
食

べ
比
べ
し
て
は
。

珍
し
い
品
種
の

直
売
も
あ
り
ま
す

ぶ
ど
う

鞍
手
町
の
「
鞍
手
ぶ

ど
う
」、岡
垣
町
の
「
漢

方
巨
峰
」、
直
方
市
な

ど
が
栽
培
が
盛
ん
で
、

巨
峰
狩
り
も
で
き
ま

す
。
珍
し
い
高
級
品
種

の
直
売
も
人
気
で
す
。

レ
モ
ン
で

ま
ち
お
こ
し

レ
モ
ン

地
元
産
レ
モ
ン
を
使
っ

た
「
レ
モ
ン
ケ
ー
キ
」

や
タ
ル
ト
な
ど
、
名
物

づ
く
り
に
取
り
組
む
上

毛
町
。
無
農
薬
の
国

産
レ
モ
ン
と
あ
っ
て
人

気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

柿
羊
羹
が
名
物

幻
の
渋
柿

川
底
柿

「
川
底
柿
」
は
、
小
倉

藩
主
に
も
献
上
さ
れ

た
上
毛
町
産
の
渋
柿
。

希
少
な
在
来
種
で
「
あ

お
し
」
と
い
う
技
で
渋

抜
き
す
る
と
、
極
上
の

甘
み
が
生
ま
れ
ま
す
。

周
防
灘
の

潮
風
に
吹
か
れ
て

み
か
ん

周
防
灘
に
面
す
る
市

や
町
で
は
、
柑
橘
類
の

栽
培
が
盛
ん
。
潮
風
に

吹
か
れ
た
ミ
ネ
ラ
ル
分

た
っ
ぷ
り
の
み
か
ん
は

甘
み
と
酸
味
の
バ
ラ
ン

ス
の
い
い
味
わ
い
。

ゆ
ず
ペ
ー
ス
ト
は

海
外
か
ら
も
人
気

ゆ
ず

豊
前
市
で
は
、「
豊
前

棚
田
ゆ
ず
」
と
し
て
、

ペ
ー
ス
ト
加
工
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
フ

ラ
ン
ス
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
に
も
輸
出
さ
れ

て
い
る
逸
品
で
す
。

33

糖
度
を
誇
る

と
よ
み
つ
ひ
め

い
ち
じ
く

北
の
九
州
は
、
歴
史

あ
る
い
ち
じ
く
の
産

地
。
中
で
も
、
行
橋

市
生
ま
れ
の
「
と
よ
み

つ
ひ
め
」
は
緻
密
な
食

感
と
、
豊
か
な
甘
み
が

注
目
の
品
種
で
す
。

福
智
山
の

水
系
に
育
ま
れ
て

梨主に
直
方
市
の
福
智

山
の
麓
に
広
が
る
梨

園
。
品
種
も
豊
富
で
、

両
手
で
か
か
え
る
ほ
ど

の
大
玉
も
。
夏
の
暑
さ

を
忘
れ
る
み
ず
み
ず
し

い
甘
み
で
す
。

29

10



レ
モ
ン
で

ま
ち
お
こ
し

レ
モ
ン

地
元
産
レ
モ
ン
を
使
っ

た
「
レ
モ
ン
ケ
ー
キ
」

や
タ
ル
ト
な
ど
、
名
物

づ
く
り
に
取
り
組
む
上

毛
町
。
無
農
薬
の
国

産
レ
モ
ン
と
あ
っ
て
人

気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

ゆ
ず
ペ
ー
ス
ト
は

海
外
か
ら
も
人
気

ゆ
ず

豊
前
市
で
は
、「
豊
前

棚
田
ゆ
ず
」
と
し
て
、

ペ
ー
ス
ト
加
工
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
フ

ラ
ン
ス
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
に
も
輸
出
さ
れ

て
い
る
逸
品
で
す
。

糖
度
を
誇
る

と
よ
み
つ
ひ
め

い
ち
じ
く

北
の
九
州
は
、
歴
史

あ
る
い
ち
じ
く
の
産

地
。
中
で
も
、
行
橋

市
生
ま
れ
の
「
と
よ
み

つ
ひ
め
」
は
緻
密
な
食

感
と
、
豊
か
な
甘
み
が

注
目
の
品
種
で
す
。

11

10 月になると、水巻町の遠賀川河川
敷のコスモス園には、500 万本のコス
モスが咲き誇ります。グラデーション
も美しい一面のピンクの絨毯は、たく
さんの人が訪れる秋の風物詩です。

遠賀川とコスモス

北の九州
旬カレンダー



閉
じ
込
め
ま
し
た
。
青
竹
の
香
り
に
包
ま
れ

た
風
味
豊
か
な
ち
ま
き
で
す
。

芦
屋
町

家
々
の
秘
伝
の
味

【
み
り
ん
干
し
】

芦
屋
町
の
お
み
や
げ
は
何
と
い
っ
て
も
、
獲

れ
た
て
の
新
鮮
な
海
の
幸
が
一
番
。
筑
前
あ

し
や
「
海
の
駅
」
で
は
、
い
け
す
の
中
で
泳

ぐ
魚
を
、
そ
の
場
で
調
理
し
て
も
ら
い
食
べ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
イ
リ
コ
や
「
あ
し
や

み
り
ん
」
も
大
人
気
。「
あ
し
や
み
り
ん
」
は
、

新
鮮
な
マ
イ
ワ
シ
を
漁
師
の
奥
さ
ん
方
が
、

醤
油
・
砂
糖
・
み
り
ん
に
漬
け
込
み
、
天
日

で
干
し
て
つ
く
り
ま
す
。
味
付
け
は
、
家
々

に
伝
わ
る
秘
伝
の
味
で
す
。

北
九
州
市

お
う
ち
で
小
倉
路
地
裏
の
旅

【
B
級
グ
ル
メ
レ
ト
ル
ト

  

焼
カ
レ
ー
、
焼
う
ど
ん
】

小
倉
駅
近
く
の
鳥
町
食
道
街
の
路
地
に
あ
る

「
だ
る
ま
堂
」で
生
ま
れ
た「
小
倉
焼
う
ど
ん
」。

終
戦
直
後
の
物
資
不
足
で
、
や
む
な
く
乾
麺

の
う
ど
ん
を
使
っ
た
の
が
ル
ー
ツ
。「
焼
き
カ

レ
ー
」
の
始
ま
り
は
昭
和
30
年
代
、
門
司
港

の
栄
町
銀
天
街
に
あ
っ
た
「
山
田
屋
」
と
い

う
和
食
店
。
土
鍋
に
カ
レ
ー
を
い
れ
、
グ
ラ

タ
ン
風
に
オ
ー
ブ
ン
で
焼
い
た
と
こ
ろ
、
店

の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
北
九
州

の
B
級
グ
ル
メ
を
堪
能
で
き
る
セ
ッ
ト
で
す
。

ま
る
で
鉄
の
よ
う
な
？

【
く
ろ
が
ね
堅
パ
ン
】

「
く
ろ
が
ね
」
と
は
鉄
を
意
味
す
る
言
葉
で
、

大
正
時
代
に
官
営
八
幡
製
鐵
所
（
現
在
の
新

日
鐵
住
金
㈱
八
幡
製
鐵
所
）
で
生
ま
れ
、
名

物
と
な
っ
た
お
菓
子
で
す
。
長
く
保
存
で
き

る
よ
う
、
水
分
を
極
力
少
な
く
し
た
と
こ
ろ
、

「
堅
パ
ン
」
に
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
鉄
の
よ

う
に
堅
く
、
噛
め
ば
噛
む
ほ
ど
味
が
あ
り
、

近
年
、非
常
食
や
、お
や
つ
と
し
て
も
人
気
で
、

製
鉄
マ
ン
の
ふ
る
さ
と
の
味
と
し
て
愛
さ
れ

て
い
ま
す
。

食
べ
る
よ
り
締
め
て
み
た
い

【
ネ
ジ
チ
ョ
コ
】

「
ネ
ジ
チ
ョ
コ
」
は
、
官
営
八
幡
製
鉄
所
が
世

界
遺
産
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の

構
成
資
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

12

鉄
を
テ
ー
マ
と
し
た
お
み
や
げ
を
何
か
つ
く

ろ
う
と
、
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
を
使
っ
て
試
行

錯
誤
の
上
に
誕
生
し
た
お
菓
子
。
ボ
ル
ト
と

ナ
ッ
ト
の
チ
ョ
コ
が
、
実
際
に
締
め
ら
れ
る

精
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
ヒ
ッ
ト
し
た
逸

品
で
す
。

ビ
ー
ル
職
人
の
黄
金
比

【
門
司
港
地
ビ
ー
ル
】

門
司
港
地
ビ
ー
ル
工
房
は
、
北
九
州
で
唯
一

の
地
ビ
ー
ル
醸
造
所
で
す
。
ド
イ
ツ
か
ら
取

り
寄
せ
た
様
々
な
種
類
の
モ
ル
ト
を
、
ビ
ー

ル
職
人
が
ブ
レ
ン
ド
し
な
が
ら
最
高
に
美
味

し
い
ビ
ー
ル
の
黄
金
比
率
を
追
求
し
、
水
は
、

ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
で
腐
り
に
く
い
性
質
の
門
司

港
の
水
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ビ
ー
ル
の
種

類
ご
と
に
ホ
ッ
プ
、
酵
母
を
か
え
る
た
め
、

各
ビ
ー
ル
は
飲
み
比
べ
も
楽
し
い
個
性
あ
る

味
わ
い
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

直
方
市

今
も
昔
も
変
わ
ら
ず

【
成
金
饅
頭
】

明
治
時
代
、
直
方
で
豆
の
投
機
に
失
敗
し
処

分
に
困
っ
た
人
が
、
そ
の
豆
で
あ
ん
を
練
り

饅
頭
に
し
て
売
り
出
し
た
と
か
。
名
前
は
当

時
の
直
方
が
炭
鉱
の
町
と
し
て
知
ら
れ
、
財

を
成
し
た
『
成
金
さ
ん
』
に
ち
な
ん
だ
も
の

で
す
。
そ
の
後
、
ネ
ジ
梅
の
焼
き
印
を
押
し

て
直
方
の
銘
菓
と
な
り
ま
し
た
。「
一
山
当
て

れ
ば
大
金
持
ち
に
成
れ
る
」
と
男
た
ち
の
ロ

マ
ン
を
そ
の
名
に
残
し
た
「
成
金
饅
頭
」。
現

在
は
、
市
内
4
店
舗
が
そ
の
伝
統
を
受
け
継

い
で
い
ま
す
。

行
橋
市

手
づ
く
り
の
や
さ
し
さ

【
い
ち
じ
く
ジ
ャ
ム
】

い
ち
じ
く
は
、
食
物
繊
維
や
ミ
ネ
ラ
ル
分
が

豊
か
で
、
古
来
は
不
老
不
死
の
果
物
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
行
橋
市
で
は
フ
ル
ー
ツ

の
里
「
新
田
原
」
を
中
心
に
い
ち
じ
く
が
栽

培
さ
れ
、
福
岡
県
で
も
有
数
の
産
地
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ち
じ
く
本
来
の
、
や

わ
ら
か
な
甘
味
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
味
わ
い
を
活
か
し
、
保
存
料
な
ど
を
使
わ

ず
つ
く
ら
れ
た
「
い
ち
じ
く
ジ
ャ
ム
」
で
す
。

豊
前
市

本
格
派
の
万
能
ペ
ー
ス
ト

【
棚
田
ゆ
ず
ペ
ー
ス
ト
】

棚
田
で
育
つ
ゆ
ず
の
苦
み
と
甘
み
、
香
り
、

食
感
を
大
切
に
し
な
が
ら
開
発
さ
れ
た
「
ゆ

ず
ペ
ー
ス
ト
」
は
、
地
元
の
婦
人
グ
ル
ー
プ

が
つ
く
る
自
慢
の
逸
品
で
す
。
原
材
料
は
ゆ

ず
と
ほ
ん
の
少
し
の
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
。
デ
ザ
ー

ト
に
添
え
て
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
混
ぜ
て
、
料

理
の
風
味
つ
け
に
、
お
菓
子
の
素
材
に
。
限

界
集
落
に
生
業
の
光
を
灯
し
た
物
語
い
っ
ぱ

い
の
豊
前
名
物
で
す
。

中
間
市

半
世
紀
を
超
す
ふ
る
さ
と
の
味

【
ほ
の
ぼ
の
味
噌
】

厳
選
さ
れ
た
米
・
大
豆
・
塩
の
み
で
つ
く
ら

れ
る
「
ほ
の
ぼ
の
味
噌
」。
米
は
市
内
で
収

穫
さ
れ
た
も
の
を
、
大
豆
は
遠
賀
・
中
間
で

収
穫
さ
れ
た
も
の
を
原
材
料
と
し
て
い
ま
す
。

余
分
な
も
の
は
い
っ
さ
い
使
う
こ
と
な
く
、

地
元
産
の
原
材
料
に
こ
だ
わ
り
抜
い
た
手
づ

く
り
味
噌
。
原
材
料
が
シ
ン
プ
ル
だ
か
ら
こ

そ
、
味
を
左
右
す
る
手
順
や
温
度
管
理
は
、

１
９
８
７
年
か
ら
引
き
継
が
れ
る
こ
だ
わ
り

製
法
。
伝
統
の
味
わ
い
で
す
。

宮
若
市

竹
が
器
の
素
敵
な
ち
ま
き

【
竹
千
寿
】

竹
の
よ
う
に
節
目
節
目
が
あ
る
人
生
の
中
で

喜
び
事
や
お
祝
い
事
を
重
ね
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
を
込
め
て
、「
竹
千
寿
」
は
誕
生
し
ま

し
た
。
最
初
は
、
農
家
に
と
っ
て
や
っ
か
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
竹
を
ど
う
に
か
で
き
な

い
か
と
い
う
の
が
き
っ
か
け
。
素
材
の
ほ
と

ん
ど
は
宮
若
を
始
め
、
九
州
の
新
鮮
な
食
材

を
贅
沢
に
使
い
、
本
物
の
竹
を
使
っ
た
器
に

こ
だ
わ
り
の
素
材
や
、
独
創
的
な
お
土
産
、
歴
史
や
風
土
が
の
ぞ
く
面
白
さ
。

見
て
楽
し
く
、
食
べ
て
美
味
し
い
名
物
は
ま
だ
ま
だ
あ
れ
ど
、

ほ
ん
の
少
し
の
ご
紹
介
で
す
。

北
の
九
州
・
美
味
し
い
手
み
や
げ

ま
だ
ま
だ

あ
れ
ど
も
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閉
じ
込
め
ま
し
た
。
青
竹
の
香
り
に
包
ま
れ

た
風
味
豊
か
な
ち
ま
き
で
す
。

芦
屋
町

家
々
の
秘
伝
の
味

【
み
り
ん
干
し
】

芦
屋
町
の
お
み
や
げ
は
何
と
い
っ
て
も
、
獲

れ
た
て
の
新
鮮
な
海
の
幸
が
一
番
。
筑
前
あ

し
や
「
海
の
駅
」
で
は
、
い
け
す
の
中
で
泳

ぐ
魚
を
、
そ
の
場
で
調
理
し
て
も
ら
い
食
べ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
イ
リ
コ
や
「
あ
し
や

み
り
ん
」
も
大
人
気
。「
あ
し
や
み
り
ん
」
は
、

新
鮮
な
マ
イ
ワ
シ
を
漁
師
の
奥
さ
ん
方
が
、

醤
油
・
砂
糖
・
み
り
ん
に
漬
け
込
み
、
天
日

で
干
し
て
つ
く
り
ま
す
。
味
付
け
は
、
家
々

に
伝
わ
る
秘
伝
の
味
で
す
。

上
毛
町

手
間
暇
か
け
た
味
わ
い

【
ほ
し
柿
よ
う
か
ん
】

上
毛
町
の
「
川
底
柿
」
は
、
小
倉
藩
主
に
も

献
上
さ
れ
、
4
0
0
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る

と
い
わ
れ
る
渋
柿
の
一
種
で
す
。「
大
平
川
底

柿
生
産
組
合
」
は
、
こ
の
川
底
柿
を
ほ
し
柿

に
し
て
一
年
間
ほ
ど
熟
成
し
、
北
海
道
産
の

小
豆
の
餡
と
練
り
上
げ
る
「
ほ
し
柿
よ
う
か

ん
」
を
加
工
し
て
い
ま
す
。
上
品
な
甘
さ
と
、

懐
か
し
い
味
わ
い
の
上
毛
名
物
で
す
。

築
上
町

自
衛
隊
員
の
間
で
評
判
の
味
を
再
現

【
隊
員
食
堂
カ
レ
ー
】

全
国
の
航
空
自
衛
隊
員
の
間
で
美
味
し
い
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
た
「
築
城
基
地
隊
員
食
堂

カ
レ
ー
」。
築
城
基
地
給
養
小
隊
の
料
理
長
が

試
作
を
繰
り
返
し
、
隊
員
食
堂
の
味
を
見
事

に
再
現
し
た
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
は
、大
ヒ
ッ
ト
。

牛
肉
を
一
晩
赤
ワ
イ
ン
に
漬
け
込
ん
で
作
る
、

辛
さ
も
し
っ
か
り
と
し
た
本
格
的
な
味
わ
い

で
す
。

13

水
巻
町

家
々
の
秘
伝
の
味

【
で
か
に
ん
に
く
み
そ
】

通
常
の
ニ
ン
ニ
ク
の
約
5
倍
と
い
う
大
き
さ

で
、
に
お
い
が
ほ
の
か
な
「
水
巻
で
か
に
ん

に
く
」
の
ペ
ー
ス
ト
と
味
噌
の
ブ
レ
ン
ド
。

あ
つ
あ
つ
ご
飯
に
つ
け
て
食
べ
た
り
、
チ
ャ
ー

ハ
ン
の
隠
し
味
に
し
た
り
。
炒
め
た
野
菜
や

肉
に
あ
え
る
だ
け
で
、
深
い
味
わ
い
の
ご
飯

が
す
す
む
お
か
ず
に
な
り
ま
す
。
ひ
と
つ
あ

れ
ば
、
料
理
の
強
い
味
方
に
な
る
万
能
み
そ
。

地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
に
も
大
人
気
で
す
。

岡
垣
町

無
農
薬
栽
培
だ
か
ら
日
々

【
高
倉
び
わ
茶
】

岡
垣
町
は
び
わ
の
生
産
高
が
福
岡
県
一
を
誇

り
、
そ
の
歴
史
は
1
0
0
年
を
超
え
ま
す
。

岡
垣
町
の
高
倉
び
わ
の
葉
だ
け
を
使
っ
た

「
高
倉
び
わ
茶
」。
貝
化
石
と
い
う
有
機
肥
料

を
使
っ
て
育
て
ら
れ
た
高
倉
び
わ
の
葉
に
は
、

牛
乳
の
約
18
倍
も
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
無
農
薬
栽
培
の
た
め
、
安
心
し

て
毎
日
飲
め
る
お
茶
で
す
。

遠
賀
町

黄
金
色
に
輝
く
一
番
搾
り

【
菜
種
油
】

遠
賀
川
の
ほ
と
り
に
咲
く
菜
の
花
を
特
産
品

に
で
き
な
い
か
と
始
ま
っ
た
菜
種
油
づ
く
り
。

非
遺
伝
子
組
換
品
種
で
あ
る
「
な
な
し
き
ぶ
」

を
1
0
0
％
使
い
、
鉄
釜
煎
り
、
圧
搾
一
番

搾
り
化
学
処
理
な
し
の
昔
な
が
ら
の
製
法
で

搾
っ
て
い
ま
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
低
下
や
美

容
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
オ
メ
ガ
9
系

が
多
く
含
ま
れ
た
、
黄
金
色
に
輝
く
一
番
搾

り
の
菜
種
油
。
国
産
品
は
0.
1
％
と
言
わ

れ
る
希
少
な
菜
種
油
で
す
。

小
竹
町

ジ
ャ
ム
お
ば
さ
ん
の
味
わ
い

【
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
】

炭
鉱
の
ま
ち
だ
っ
た
小
竹
町
の
ボ
タ
山
跡
を

山
の
里
自
然
農
園
と
し
て
再
生
し
た
農
園
で

つ
く
ら
れ
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
。
大
ら
か

な
自
然
の
中
で
土
づ
く
り
に
こ
だ
わ
り
、
農

薬
を
使
わ
ず
に
大
事
に
育
て
ら
れ
た
新
鮮
な

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
贅
沢
に
使
い
ま
し
た
。
園

の
ジ
ャ
ム
お
ば
さ
ん
が
つ
く
る
手
づ
く
り
の

美
味
し
さ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

鞍
手
町

伝
説
の
味
再
び

【
き
ら
く
ソ
ー
ス
】

昭
和
42
年
、
鞍
手
町
中
山
で
開
店
し
た
「
き

ら
く
食
堂
」。
安
く
て
美
味
し
い
と
大
好
評
。

中
で
も
人
気
が
、
店
主
の
創
意
工
夫
で
生

ま
れ
た「
き
ら
く
ソ
ー
ス
」。
と
ろ
っ
と
し
た

食
感
と
癖
に
な
る
辛
さ
の
き
ら
く
ソ
ー
ス
を

使
っ
た
お
好
み
焼
き
や
豚
の
肉
焼
き
は
、
た

ち
ま
ち
食
堂
の
看
板
メ
ニ
ュ
ー
に
。
平
成
14

年
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
閉
店
し
た「
き
ら
く

食
堂
」の
伝
説
の
ソ
ー
ス
を
復
刻
し
た
い
！
と

い
う
多
く
の
声
か
ら
生
ま
れ
た
ソ
ー
ス
で
す
。

香
春
町

採
銅
所
の
干
し
柿
は
風
物
詩

【
干
し
柿
】

香
春
町
の
採
銅
所
地
区
は
、
寒
暖
差
が
大
き

く
山
々
に
挟
ま
れ
谷
風
が
よ
く
吹
く
た
め
、

昔
か
ら
干
し
柿
が
よ
く
つ
く
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
福
岡
原
産
の
渋
柿
「
葉
隠
し
」
を
、
全

国
的
に
も
珍
し
い
「
あ
ま
干
し
柿
」
と
い
う

製
法
で
丁
寧
に
手
作
業
で
仕
上
げ
ま
す
。
飴

色
の
ぽ
っ
て
り
と
し
た
丸
い
か
た
ち
と
美
し

い
艶
、
上
品
な
味
。
シ
ー
ズ
ン
も
短
く
、
貴

重
な
逸
品
。
冷
凍
す
る
と
新
感
覚
の
デ
ザ
ー

ト
と
し
て
楽
し
め
ま
す
。

苅
田
町

伝
説
の
味
を
ま
ち
の
力
で
再
び

【
松
会
み
そ
・
松
会
漬
】

「
松
会
み
そ
」
は
、
山
伏
た
ち
が
修
行
に
持

ち
歩
い
た
秘
伝
の
味
噌
で
、
地
元
の
お
母
さ

ん
た
ち
が
伝
統
の
味
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

山
べ
り
の
清
流
で
育
っ
た
白
川
米
、
福
岡
県

産
の
大
豆
、
自
然
塩
を
あ
わ
せ
、
天
然
酵
母

を
8
ヶ
月
間
ゆ
っ
く
り
と
自
然
熟
成
さ
せ
る

甘
み
と
コ
ク
。
こ
の
松
会
み
そ
に
有
機
栽
培

の
大
根
、
人
参
、
こ
し
ょ
う
の
葉
な
ど
を
漬

け
込
み
１
年
寝
か
せ
た
「
松
会
漬
」
も
、
ご

飯
が
す
す
む
逸
品
で
す
。

み
や
こ
町

珍
し
い
ジ
ビ
エ
カ
レ
ー

【
み
や
こ
肉
カ
レ
ー
】

み
や
こ
町
で
育
っ
た
猪
と
鹿
は
、
ジ
ビ
エ
な

ら
で
は
の
脂
の
旨
み
と
滋
味
豊
か
な
味
わ
い
。

栄
養
も
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
2
が
牛
・
豚
の
約
3

倍
も
あ
り
ま
す
。
タ
マ
ネ
ギ
や
ト
マ
ト
、
リ

ン
ゴ
な
ど
に
イ
ノ
シ
シ
肉
を
加
え
て
じ
っ
く

り
煮
込
ん
だ
辛
口
の「
い
の
し
し
カ
レ
ー
」と
、

ミ
ン
チ
肉
に
ゴ
ボ
ウ
や
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
の
根

菜
類
を
ふ
ん
だ
ん
に
入
れ
て
甘
口
に
仕
上
げ

た
「
し
か
カ
レ
ー
」。
全
国
で
も
珍
し
い
ジ
ビ

エ
カ
レ
ー
で
す
。

監修／ローカルアンドデザイン株式会社
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北九州市役所 企画調整局政策部政策調整課
福岡県北九州市小倉北区城内 1-1
☎ 093-582-2156

直方市役所 企画経営課
直方市殿町 7-1
☎ 0949-25-2230

行橋市役所 総合政策課
行橋市中央 1-1-1
☎ 0930-25-1111（内線 1422）

豊前市役所 観光物産課
豊前市大字吉木 955
☎ 0979-82-1111（内線 1173・1174）

中間市役所 企画政策課
中間市中間 1-1-1
☎ 093-246-6234

宮若市役所 総合政策課
宮若市宮田 29-1
☎ 0949-32-0512

芦屋町役場 企画政策課
遠賀郡芦屋町幸町 2-20
☎ 093-223-0881

水巻町役場 企画財政課
遠賀郡水巻町頃末北 1-1-1
☎ 093-201-4321

岡垣町役場 企画政策室
遠賀郡岡垣町野間 1-1-1
☎ 093-282-1211

遠賀町役場 行政経営課
遠賀郡遠賀町大字今古賀 513
☎ 093-293-1234

小竹町役場 まちづくり政策課
鞍手郡小竹町大字勝野 3349
☎ 09496-2-1214

鞍手町役場 政策推進課
鞍手郡鞍手町大字中山 3705
☎ 0949-42-2111（内線 384）

香春町役場 まちづくり課
田川郡香春町大字高野 994
☎ 0947-32-8408

苅田町役場 協働のまちづくり課
京都郡苅田町富久町 1-19-1
☎ 093-434-1809

みやこ町役場 行政経営課
京都郡みやこ町勝山上田 960
☎ 0930-32-2511

上毛町役場 企画情報課
築上郡上毛町大字垂水 1321-1
☎ 0979-72-3111

築上町役場 企画振興課
築上郡築上町大字椎田 891-2
☎ 0930-56-0300 （内線 363）

北九州市印刷物登録番号第 1606022 Ｂ号

上段左より

小倉城／北九州市

門司港レトロ／北九州市

鷹取山と鷹取城跡／直方市

今川河畔の桜と菜の花／行橋市

神楽／豊前市

遠賀川鉄橋／中間市

宮若追い出し猫／宮若市

芦屋釜／芦屋町

八劔神社の大イチョウ／水巻町

遠賀宗像自転車道／岡垣町

遠賀平野の菜の花／遠賀町

蒸気機関車アルコ号／小竹町

長谷寺の木造十一面観音立像／鞍手町

JR 採銅所駅／香春町

苅田山笠／苅田町

豊津花菖蒲公園／みやこ町

大ノ瀬官衙遺跡のコスモス／上毛町

旧藏内邸／築上町


